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謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
に
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
が
区
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
、

日
本
選
手
団
が
海
外
開
催
大
会
と
し
て
過
去
最
多
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
は
大

谷
翔
平
選
手
が
史
上
初
の
「
50
―
50
」
を
達
成
し
、
ワ
ー
ル
ド
シ
リ

ー
ズ
制
覇
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
原
水
爆
被

害
者
団
体
協
議
会
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
国
内
外

で
日
本
人
が
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ
た
一
年
で
し
た
。

　

一
方
、
10
月
の
衆
議
院
選
挙
を
経
て
第
二
次
石
破
内
閣
が
発
足
し
、

30
年
ぶ
り
の
少
数
与
党
政
権
と
し
て
厳
し
い
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
再
び
大
統
領
に
選
出
さ
れ
、

中
東
情
勢
の
悪
化
、
中
国
・
ロ
シ
ア
等
の
脅
威
等
、
国
際
社
会
の
不

安
定
さ
が
増
す
中
、
日
本
で
は
円
安
が
進
行
し
、
物
価
の
高
騰
等
、

区
民
生
活
や
地
域
経
済
へ
の
多
大
な
影
響
が
今
後
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
練
馬
区
で
は
、
「
第
３
次
み
ど
り
の
風
吹
く
ま
ち

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
保
育
所
等
待
機
児
童
ゼ
ロ
の
継
続
、
児
童

　

新
春
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
公
明

党
を
ご
支
援
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
明
党
は
、
昨
年
結
党
60
年
の
佳
節
を
迎
え
ま
し
た
。
「
大
衆
と

と
も
に
」
と
の
立
党
精
神
の
も
と
「
福
祉
」
を
政
治
の
主
流
に
押
し

上
げ
、
今
や
「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
へ
と
結
実
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
区
議
会
公
明
党
は
、
学
校
給
食
費
の
第
１
子
か
ら
完
全
無

償
化
を
推
進
。
ま
た
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
、
東
京
都
練
馬

児
童
相
談
所
の
開
設
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
防
災
・
災
害
対

策
で
は
、
簡
易
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
等
助
成
額
の
拡
充
な
ど
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
物
価

高
騰
対
策
や
防
犯
対
策
強
化
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

本
年
は
、
全
国
都
市
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
５
が
本
区
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
都
市
農
業
振
興
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
、
四
百
名
以
上
の

方
が
犠
牲
に
な
り
、
今
も
多
く
の
方
が
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
紛
争
が
続
き
、
ガ
ザ
で
は
四
万
人
以
上
が

犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
で
も
物
価
高
騰
な
ど
で
多
く
の
方
が

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
基
礎
自
治
体
の
使
命
は
区
民
の
命
や
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
。
し
か
し
練
馬
区
は
百
億
円
を
超
え
る
美
術
館
の
建
設
や

駅
前
再
開
発
等
に
多
額
の
税
金
を
使
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
豪
華
絢

爛
な
施
設
よ
り
区
民
の
暮
ら
し
を
。
皆
さ
ん
と
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
皆
様
に
は
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

誰
も
が
練
馬
区
に
安
心
し
て
住
み
続
け
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
今
年
も
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
物
価
高
騰
対
策
や
社
会
保
障
制
度
改
革
、
子
育
て
・
教
育
の

支
援
、
地
域
経
済
の
成
長
戦
略
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
年
明
け
早
々
に
石
川
県
を
襲
っ
た
能
登
半
島
地
震
を
は
じ

め
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
初
め
て
発
表
さ
れ
る
な
ど
、
改

め
て
地
震
災
害
へ
の
備
え
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
１
年
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
会
派
は
無
所
属
議
員
（
倉
田
れ
い
か
・
井
上
勇
一
郎
）
、

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
（
西
田
ま
ち
こ
・
の
だ
さ
ち
こ
）
、
国
民
民

主
党
（
石
黒
た
つ
お
）
の
３
会
派
５
名
が
結
束
し
た
合
同
会
派
で
、

災
害
対
策
は
も
と
よ
り
、
生
活
支
援
、
経
済
対
策
、
教
育
、
福
祉
の

充
実
な
ど
の
政
策
実
現
に
こ
だ
わ
る
会
派
と
し
て
、
本
年
も
議
会
活

動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
学
校
給
食
費
と
幼
稚
園
副
食
費
の
完
全
無
償
化
が
実
現
、

補
聴
器
購
入
助
成
も
拡
充
し
ま
し
た
。
区
役
所
の
非
正
規
職
員
の
任

期
上
限
も
撤
廃
で
き
ま
し
た
。
長
年
の
願
い
で
あ
る
大
泉
学
園
駅
へ

の
ホ
ー
ム
ド
ア
の
早
期
設
置
は
、
区
民
か
ら
出
さ
れ
た
３
件
の
陳
情

が
採
択
さ
れ
、
西
武
鉄
道
は
検
討
を
始
め
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
国
保
保
険
料
は
引
き
上
げ
。
地
域
経
済
へ
の
予
算
は
全
体

の
２
％
に
満
た
な
い
等
暮
ら
し
へ
の
支
援
は
少
な
い
一
方
で
、
再
開

発
推
進
や
美
術
館
再
整
備
に
は
100
億
円
超
を
か
け
る
等
優
先
順
位
が

誤
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
住
み
や
す
い
練
馬
に
向
け
尽
力
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
我
が
会
派
が
議
会
運
営
に
お
い
て
も
新
た
な
責
務
を
担

う
な
ど
躍
進
を
遂
げ
た
一
年
で
し
た
。
区
議
会
で
し
っ
か
り
と
責
任

を
果
た
し
、
区
民
の
皆
様
の
生
活
を
よ
り
一
層
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

白
石
け
い
子
「
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
の
笑
顔
と
安
心
を
第
一
に
！
」

沢
村
信
太
郎「『
対
話
と
提
案
』で
区
民
福
祉
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。」

富
田
け
ん
じ
「
今
年
も
区
民
の
生
活
が
第
一
。
身
近
な
政
治
を
。
」

渡
辺
て
る
子
「
働
く
人
、
暮
ら
す
人
が
真
ん
中
の
区
政
を
！
」

た
か
は
し
純
「
誰
も
が
安
心
と
希
望
を
持
て
る
区
政
を
！
」

石
森
愛
「
普
通
の
人
の
目
線
を
大
切
に
区
政
に
取
り
組
み
ま
す
。
」

　

本
年
も
引
き
続
き
練
馬
区
議
会
立
憲
民
主
党
に
対
し
、
ご
指
導
ご

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

区
民
の
声
を
政
策
に

練
馬
の
明
日
を
創
る

練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
（
15
人
）

安
全
・
安
心
で

希
望
あ
ふ
れ
る
練
馬
へ
！

練
馬
区
議
会
公
明
党
（
７
人
）

区
民
の
暮
ら
し
を
大
切
に
す
る
区
政
を
！

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
練
馬
を
め
ざ
す
会
（
３
人
）

新
し
い
年
も
改
革
と
成
長
を
！

練
馬
区
議
会
日
本
維
新
の
会
（
３
人
）

区
民
に
寄
り
添
い
、区
民
の
声
を
形
に

練
馬
区
議
会
未
来
会
議・都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会・国
民
民
主
党
（
５
人
）

命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
を
練
馬
で

日
本
共
産
党
練
馬
区
議
団
（
５
人
）

区
民
と
の
対
話
こ
そ
、最
大
の
政
治
改
革

練
馬
区
議
会
立
憲
民
主
党
（
６
人
）

相
談
体
制
の
強
化
、
福
祉
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
大
江
戸
線
延

伸
や
西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差
化
の
早
期
実
現
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
「
練
馬
区
モ
デ
ル
」
の
構
築
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
高
度
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対

応
す
る
に
は
、
自
主
財
源
の
拡
充
が
不
可
欠
で
す
。
我
々
練
馬
区
議

会
自
由
民
主
党
は
、
経
営
的
視
点
を
重
視
し
た
「
未
来
へ
の
種
ま
き
」

と
な
る
積
極
的
な
投
資
を
推
進
し
、
区
民
生
活
を
支
え
る
と
と
も
に

地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
の
政
策
提
言
を
行
い
、
引
き
続
き
、

区
政
を
牽
引
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
に
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議会運営委員会を構成する会派の新年の抱負を掲載しています。各会派の構成については、最終面をご覧ください。

新 春 を 迎 え て
―  各会派の抱負  ―


